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コミュニティソーシャルワーク実践者養成研修
〔 基礎編 STEP１ 〕

コミュニティソーシャルワークとは、地域において生活上の課題を抱える個人や家族に対する個別

支援と、それらの人々が暮らす生活環境の整備や住民活動の組織化等の地域支援をチームアプローチ

によって統合的に展開する実践です。

日本地域福祉研究所は 1994 年に設立後、全国各地の地域福祉実践に関するコンサルテーションや

人材養成に取り組む中で、2004 年よりコミュニティソーシャルワーク実践を担う人材養成プログラム

を独自に開発し実施してきました。

この研修の目的は、2008 年 3 月の厚生労働省「これからの地域福祉のあり方に関する研究会報告

書」で提言されている「地域福祉のコーディネーター」の養成と重なるものであり、住民や多職種に

よるネットワーク形成や社会資源の開発等、これからの地域福祉推進に不可欠な技法の修得・向上を

目指すものです。今日では、包括的支援体制の構築に向けた重層的支援体制整備事業の中核を担う専

門職としてコミュニティソーシャルワーカーが期待されています。

こうした社会的要請に対応すべく、この度、全国の方々を対象とした第 20 期研修を開催致しますの

で、地域生活支援に関わる人材養成・スキルアップの機会としてご活用頂きたくご案内申し上げます。

○日 程：2023 年 7 月 29 日(土)～30 日(日)
※ Zoom によるオンライン研修

○受 講 資 格：地域福祉実践に関連する実務経験３年以上２０年未満の方
（保健福祉関係行政機関､社会福祉協議会､各領域支援センター､社会福祉施設､NPO 等の実践者）

○基 本 受 講 料：一般 15,000 円 (所員 14,000 円) ※STEP２受講料は別途必要となります。

※本研修の基本受講料に含まれているテキストは、①『コミュニティソーシャルワークの新たな展開』

（中央法規）、②『CSW 研修ワークシート』（日本地域福祉研究所）となります。

この内、①を既にお持ちの方は、基本受講料から 円引きとなります。

また、「これからの地域福祉実践基礎講座」受講者は基本受講料から 円引きとなります。

○定 員：50 名（先着順）
○主 催：特定非営利活動法人 日本地域福祉研究所
○後援（予定）：公益社団法人 日本社会福祉士会 公益社団法人 日本精神保健福祉士協会

公益社団法人 日本医療社会福祉協会 日本地域福祉学会 全国地域包括・在宅介護支援セ
ンター協議会 一般社団法人日本介護支援専門員協会 ソーシャルケアサービス研究協議会

■本研修の特色

①受講者自身の業務を通してコミュニティソーシャルワークの基礎的な技法を修得することを目的とした４日

間のステップアップ講座です。

②STEP1 は基礎的な知識や技法の学習、STEP2 は各自の事例に基づいたコンサルテーションを行います。

③研修は事例をもとにしたワークショップ方式で進め、研修効果を高める事前学習の課題があります。

※STEP2 日程 2023 年 10 月 14 日(土)～15 日(日)

後日に別途お申し込みが必要となります。

■申込方法

①日本地域福祉研究所のホームページから受講申し込みフォームに入力してください。

申込締切 2023 年 7 月 21 日(金)

②受講が決定した方には決定通知書、テキスト、事前課題、Zoom 研修受講案内等を送付致します。

事前課題は研修初日までに作成しておいてください。
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１日目（7 月 29 日）
Zoom 入室 ＜９：2０～＞

開 会 ＜9：40～１０：00＞

講 義Ⅰ ＜１０：0０～１2：0０＞

「コロナ後におけるコミュニティソーシャルワークの展開と「住民力」の再生」

講師：日本地域福祉研究所 理事長 宮城 孝（法政大学）

昼 食 （ 休 憩 ） ＜12：00～１3：0０＞

講 義Ⅱ ＜１3：0０～１４：５０＞

「コミュニティソーシャルワークの視点と方法」

講師：日本地域福祉研究所 理事 菱沼幹男（日本社会事業大学）

ワークショップⅠ ＜１５：００～１７：００＞

「ＣＳＷにおける個別アセスメントと個別支援」

専門職のアセスメント力はアセスメントシートに頼り過ぎると弱まりかねな

い。このワークショップでは事例を通して気づきを促す研修方法により「家族

全体」を捉える視点を養い、その上で「生活の全体性」や「ストレングス」に配

慮しながら「その人らしさ」に着目した支援計画に結びつけていくための個

別アセスメントと個別支援の技法を学ぶ。



２日目（7 月 30 日）
Zoom 入 室 ＜９：1０～＞

ワークショップⅡ ＜９：３０～１１：５０＞

「ＣＳＷにおける地域アセスメントと地域支援Ⅰ」

CSW における地域支援は、個別ニーズに対応するためのものである。こ

のワークショップでは、地域の捉え方や地域データの把握・分析など、地域ア

セスメントの基本的技法と地域へのアプローチ方法を学び、個別事例から地

域に埋もれた社会資源活用や開発の必要性を見いだす視点と方法を学ぶ。

昼 食 （ 休 憩 ） ＜１１：５０～１２：５０＞

ワークショップⅢ ＜１２：５０～１４：4０＞

「ＣＳＷにおける地域アセスメントと地域支援Ⅱ」

CSW では、個別ニーズを地域ニーズとして捉える視点が重要となる。こ

のワークショップでは、専門職が向き合っている個別ニーズが、地域の中で

その人や家族だけニーズなのか、同様なニーズを持つ人々が他にもいるの

かを検証していく方法や、そのニーズを地域内で共有していく方法を学ぶ。

ワークショップⅣ ＜１4：5０～１６：２０＞

「ＣＳＷにおける個別支援と地域支援の統合」

このワークショップでは、個別アセスメントと地域アセスメントの統合によ

って個別支援と地域支援を結びつける視点を養い、個別ニーズに即した地

域へのアプローチによって新たな社会資源開発のプロセスや、実践仮説に基

づいたコミュニティソーシャルワーク実践のプランニング技法を学ぶ。

閉 会 ＜１６：２０～１６：３０＞

期 日 ： 2023 年 10 月 14 日（土）～15 日（日） ※STEP１と同じ時間帯を予定

方 法 ： Zoom によるオンライン研修

内 容 ： ①実践分析 ②グループコンサルテーション（受講者の事例を基に）

③ネットワーク会議の開催（ロールプレイ） ④総括講演 ⑤修了証授与

そ の 他 ： ・STEP２のお申込みに関することなどは別途ご案内致します。

STEP２のご案内



≪講 師 陣 紹 介≫
全国研修の他、各地の都道府県や市区町村のCSW研修を行っています。
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特定非営利活動法人 日本地域福祉研究所

〒111-0053 東京都台東区浅草橋4-20-7 山畑ビル2F (担当：小林)

TEL: 03-5839-2799 FAX: 03-5839-2798

E-mail: jicsw@mx3.alpha-web.ne.jp

※お問い合わせは、Ｅメールにてお願い致します。

地域福祉と社会教育の融合による「コミュニティソーシャルワークの展開」を目指して

特定非営利活動法人 日本地域福祉研究
日本地域福祉研究所では、1993 年 12月の創立より、全国各地で草

の根の地域福祉実践をしている職員を支援し、必要な情報提供を行

い、その実践の整理・理論化を推進するという設立の精神を使命とし

て、各種の事業を行っています。

○地域福祉計画・地域福祉活動計画策定コンサルテーション事業

○地域福祉実践研究セミナーの開催（毎年 8 月）

○雑誌「コミュニティソーシャルワーク」の発行（年 1 回）

○コミュニティソーシャルワーク実践者養成研修の開催

○地域福祉公開研究セミナーの開催（毎年 5 月・12 月）

○コミュニティソーシャルワーク各種研修・講座

研究所所員募集中!!

詳しくはコチラから http://www.jicw.jp日本地域福祉研究所 検索


